
西
貌
計
帳
戸
籍
に
お
け
る
課
t

と
税
の
意
義

(下)

次

六五四三ニー

同
同

緒

言
一

西
貌
計
帳
戸
籍
の
劉
文
成
戸
に
お
け
る
課
戸
と
不
課
口

西
貌
以
前
に
お
け
る
賦
役
用
語
と
し
て
の
課
(
以
上
前
鋭
)

課
以
外
の
一
般
賦
役
用
語
(
租
賦
・
租
調
と
賦
役
・
賦
税
)

西
貌
計
帳
戸
籍
の
課
・
不
課
お
よ
ぴ
税
の
意
味

結

語四

課
以
外
の
一
般
賦
役
用
語
(
租
賦
・
租
調

と
賦
役
・
賦
税
)

で
は
き
わ
め
て
す
く
な
く
、

さ
き
に
も
の
ベ
た
よ
う
に
、
税
物
を
課
と
呼
稿
す
る
こ
と
は
膏
代

一
般
に
は
戸
調
・
田
租
と
い
わ
れ
、
ま

同

た
商
者
を
あ
わ
せ
て
租
調
・
租
賦
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
租
賦

と
い
え
ば
漢
代
に
お
い
て
は
、
田
租
と
口
賦
・
算
賦
在
意
味
す
る
が
、

西

村

佑

フE

現
膏
に
お
け
る
租
賦
は
田
租
と
戸
調
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
漢

代
の
賦
に
あ
た
る
も
の
が
、
貌
膏
で
は
調
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

漢
代
に
お
け
る
金
銭
課
税
と
し
て
の
賦
が
、
現
膏
以
後
の
絹
綿
の
調

zu 

ヴ

d

に
か
わ
っ
た
の
は
、
後
漢
献
帝
の
建
安
本
年
(
二

O
四
〉
で
、
そ
の

時
の
貫
情
は
三
国
士
山
に
詳
述
さ
れ
て
い
る。

す
な
わ
ち
、

(
建
安
九
年
〉
九
月
令
目
。
河
北
羅
ニ
章
氏
之
難
吋
其
令
レ
無
レ
出
ニ

今
年
程
賦
吋
重
-
一
豪
彊
粂
弁
之
法
吋
百
姓
喜
悦
。

と
あ
り
、
そ
の
注
に
引
か
れ
た
調
書
に
は
、

親
書
載
ニ
公
令
一目
。

(
中
略
)
哀
民
之
治
也
。
使
ニ
豪
彊
撞
怒
吋
親

戚
粂
弁
。
下
民
貧
弱
。
代
出
-通
賦
叶
街
ニ
曹
家
財
吋
不
レ
足
レ
臆
レ
命
。

(
中
略
)
其
蚊
エ
田
租
一
畝
四
升
。
戸
出
一
一
絹
二
匹
綿
二
斤
一
而
己
。
他

不
レ
得
ニ
撞
興
費
吋
(
貌
志
一
・
武
帝
紀
〉

従
来
の
租
賦
の
う
ち
と
く
に
賦
が
金
銭
課
税
で
あ
る

と
の
ベ
て
、



た
め
、
貧
民
は
自
家
で
生
産
す
る
絹
綿
を
金
銭
に
換
え
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
さ
い
豪
強
の
中
間
搾
取
に
よ
っ
て
徐
分
の
負
携
が
か
け
ら

れ
た
の
を
、
曹
操
が
物
納
課
税
に
あ
ら
た
め
て
、
人
民
の
負
携
を
軽

く
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
末
動
飢
の
最
中
に
あ
っ
て
、
時
宜
を

得
た
庭
置
で
あ
り
、
以
後
な
が
く
縫
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
以
後
、
絹
綿
の
税
を
調
と
い
う
が
、
調
と
は
元
来
調
護
の
意

同

で
、
税
に
も
役
に
も
使
用
さ
れ
た
。
曹
操
が
戸
嘗
の
調
と
し
て
絹
綿

の
定
額
を
制
定
し
て
か
ら
は
、
戸
調
と
い
う
語
が
固
定
し
、
田
租
と

封
立
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
著
書
四

・
恵
帝
紀
、
永
興

苅
年
十
二
月
丁
亥
の
詔
に

自
頃
戎
車
屡
征
。
労
ニ
費
人
力
吋
供
御
之
物
。
皆
減
三
二
分
之
三
吋

戸
調
田
租
。
三
分
減
レ
一

。

と
い
う
も
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
ら
に
約
言
し
て
、

景
子
。
櫓
ニ
天
下
位
一
等
吋
預
↓
一
喪
事
一
者
二
等
。
復
ニ
租
調
吋

と
あ
る
よ
う
に
車
に
租
調
と
い
わ
れ
て
い
る
。

調
は
か
く
し
て
、
音
代
で
は
税
物
の
意
味
に
使
用
さ
れ
る
。
そ
し

て
調
と
役
と
を
一
括
し
て
あ
げ
る
場
合
の
例
と
し
て
、

賦
調
役
使
。
無
ニ
復
節
限
吋
(
膏
書
七
五

・
氾
借
用
停
)

な
ど
、
が
あ
り

こ
れ
の
簡
約
さ
れ
た
形
が
賦
役
で
あ
る
。
賦
役
の

語
は
漢
代
に
も

夷
秋
叛
逆
。
賦
役
重
数
。
内
外
怨
験
。

(
後
漢
書
六

・
順
帝
紀

と 建
み康
え帥元

年
正
月
辛
丑
詔

現
音
以
後
に
は
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

制
度
歳
慶
。
民
力
歳
衰
。
而
賦
役
歳
興
。
(
現
志
一
六

・
杜
恕
停
)

除
ニ
其
煩
苛
吋
省
ニ
其
賦
役
叶
輿
ニ
百
姓
一
更
始
。

義
之
停
)

(
著
書
入

0
・
王

等
と
あ
り
、
唐
に
お
い
て
も
税
役
全
般
を
線
稽
す
る
用
語
と
し
て
使

同

用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
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凡
賦
役
之
制
有
レ
因
。

帥

四
日
雑
揺

一
日
租
。
二
日
調
。
三
日
役
。

(
六
典
三
・
戸
部
郎
中
員
外
郎
の
傑
お
よ
び
唐
曾
要
八
三
・
租
税
上
〉

と
あ
る
の
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る

以
上

説
畜
の
租
調

に
つ
い
て
考
え
、

お
わ
り
に
税
役
用
語
と
し
て
も
っ
と
も
要
約
さ
れ

た
形
で
あ
る
賦
役
に
ま
で
言
及
し
た
が
、

つ
ぎ
に
賦
の
性
格
に
つ
い

て
考
究
す
る
と
、
音
代
に
お
い
て
は
賦
ま
た
は
調
は
、
戸
調
式
の
規

定
に
よ
れ
ば
、
丁
調
の
性
格
を
も
ち
な
が
ら
も
戸
調
と
し
て
徴
枚
さ

れ
、
ま
た
田
租
は
課
田
制
に
よ
っ
て
、
一
定
課
耕
面
積
を
割
嘗
て
ら

れ
た
な
か
か
ら
納
入
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
丁
租
と
し
て
の

性
格
を
も
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
面
積
賦
課
の
方
法
が
と
ら
れ
た
よ



し
か
し
ζ

れ
は
戸
調
式
の
施
行
期
間
と
そ
の
徹
底
度
と

が
不
明
確
な
と
ζ

ろ
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
原
則
的
に
は
田
租
と
戸

う
で
あ
る
。

調
と
は
、
人
頭
税
的
性
格
を
も
つ
は
づ
の
も
，の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た

だ
こ
の
推
定
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
は
、
膏
故
事
の
逸
文
に
、

凡
民
了
課
レ
因
。
夫
五
十
畝
。
枚
ニ
租
四
割
。
絹
三
匹
綿
三
斤
吋

と
あ
る
も
の
以
外
に
そ
の
事
例
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し

五
胡
十
六
園
の
一
で
あ
る
成
の
李
雄
の
税
制
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
、

其
賦
男
了
。
歳
穀
三
斜
。
女
丁
字
レ
之
。
戸
調
絹
不
レ
過
ニ
数
丈
。

綿
数
雨
吋
(
著
書
二
二
・
載
紀
〉

と
い
う
も
の
は
、
膏
故
事
の
課
田
の
租
調
の
影
響
下
に
あ
る
も
の

と
考
え
る
と
と
も
出
来
よ
う
。
し
た
が
っ
て
膏
の
課
田
制
に
お
い
て

は
、
租
が
人
頭
税
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と

は
ほ
ぼ
可
能
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
膏
戸
調
式
に
お
い
て
は
、
租
と

調
と
は
と
も
に
賦
ま
た
は
課
と
し
て
、
人
頭
税
の
性
格
を
帯
び
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
主
と
し
て
貌
替
の
調
お
よ
び
戸
調
式
以
後
の
賦
の
性
格
に
つ

い
て
考
察
じ
た
が
、
こ
れ
ら
の
ーと
と
は
北
説
以
後
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
北
現
に
お
い
て
賦
と
は
調
を
意
味
明
、
租
賦
と

熟
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
田
租
と
調
を
ふ
く
む
意
味
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、

除
ニ
州
郡
民
租
賦
之
宇
一
(
説
書
二
・
太
租
紀
、
天
興
二
年
八
月
の

傑
〉
。
優
-一
復
代
遁
之
戸
租
賦
二
二
歳
。
(
同
七
下

・
高
租
紀
、
太
和
十

八
年
十
二
月
戊
申
の
傑
)
。

枚
組
争
に
遣
な
い
。

等

そ
し
て
こ
の
用
語
は
均
田
制
施
行
の
前
後

そ
通
じ
て
同
一
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
均
田
制
施
行
以
後
に
お
い

て
は
、
田
租
も
賦
の
な
か
に
加
ゑ
ら
れ
る
か
ら
、
租
賦
と
熟
し
た
場

合
、
田
租
の
み
そ
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
も
す
る
が
、

親
書
七
下
・
高
租
紀
、
太
和
十
九
年
六
月
辛
丑
詔
に
は

復
ニ
軍
士
従
レ
駕
渡
レ
准
者
租
賦
二
二
年
。
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と
の
ベ
、
同
六
月
乙
卯
の
僚
に
は
、

曲
ニ
赦
梁
州
叶
復
ニ
民
田
租
二
二
歳
。

と
あ
っ
て
、
租
賦
と
田
租
と
は
匿
別
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
と
の
よ

う
な
例
は
他
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
租
賦
と
熟
し
た
場
合

は
租
と
調
の
意
味
に
解
揮
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
賦
役
と
い
う
用
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
説
書
四
下
・
世

組
紀
、
太
卒
員
君
九
年
五
月
甲
成
の
僚
に
。

以
ニ
交
祉
公
韓
抜
吋
矯
ニ
偲
節
征
西
将
軍
。
領
護
西
戎
校
尉
。
郵
善

王
吋
鎮
-
一
都
善
吋
賦
ニ
役
其
民
吋
比
二
之
郡
鯨
吋



と
あ
り
、
同
七
下

・
高
祖
紀
、
太
和
十
一
年
五
月
甲
午
の
傑
に
は

詔
復
-
る
廟
子
孫
。
及
外
戚
細
川
服
己
上
吋
賦
役
無
レ
所
レ
輿
。

と
あ
る
よ
う
に
、
現
役
一
般
を
線
稽
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ヵ、
く

し
て
北
貌
の
賦
役
用
語
と
し
て
は
、
物
納
課
税
と
し
て
の
租
と
調
と

を
わ
け
て
租
調

・
租
賦
と
呼
ぶ
場
合
と
、
物
納
税
と
揺
役
と
を
総
括

し
た
が
っ
て
賦
に
は
租
調
を
綿

し
て
賦
役
と
い
う
場
合
と
が
あ
り
、

括
し
た
場
合
と
、
租
賦
の
賦
の
よ
う
に
調
の
み
を
指
す
場
合
と
の
慶

狭
二
義
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
奮
の
戸
調
式
以
後
、
調
ま

た
は
租
の
こ
と
を
課
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
北
親
の
均
田
制
成

立
以
後
に
お
い
て
は
、
調
と
租
が
と
も
に
人
頭
税
と
し
て
合
瞳
し
た

た
め
、
首
然
租
調
を
あ
わ
せ
て
課
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
に

い
た
っ
て
課
は
庚
義
の
賦
と
同
一
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
か
く
し
て
賦
と
課
と
は
慶
義
の
意
味
で
は
、
す
く
な
く
と
も
戸
調

式
以
後
は
、
租
調
を
ふ
く
む
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
人
頭
税
と
し

て
民
丁
に
割
嘗
て
ら
れ
た
定
額
物
納
課
税
の
意
味
を
も
っ
。

こ
れ
に
封
し
税
と
は
何
で
あ
る
か
。
税
は
賦
と
封
立
的
に
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
岬
雨
者
の
匝
別
を
端
的
に
し
め
す
資
料
は
漢
書
食

貨
志
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

有
レ
賦
有
レ
税
。
税
調
-
丞
田
什

一
。
及
工
商
衡
虞
之
入
一
也
。

賦
共
ニ
車
馬
甲
兵
士
徒
之
役
吋
充
ニ貫
府
庫
賜
予
之
用
吋

税
給
二
郊
祉
宗
廟
百
紳
之
杷
。

費吋

天
子
奉
養
。
百
官
線
食
。

庶
事
之

と
あ
り
、
税
は
田
租
や
、
山
潔
庖
市
よ
り
の
枚
入
で
、
こ
れ
を
宗
廟

の
祭
杷
、
天
子
百
官
の
俸
械
に
充
て
、
賦
は
軍
事
課
税
で
、
兵
役
等

軍
国
の
財
政
に
充
て
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
者
は
帝
室
の
私
財
政

を
ま
か
な
い
、
後
者
は
国
家
の
公
財
政
に
充
て
る
こ
と
が
建
前
に
な

闘

し
か
し
後
漢
に
な
る
と
国
家
財
政
一
本
建
に
な
る
。
と

っ
て
い
た
。
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こ
ろ
で
、
顔
師
古
は
こ
の
賦
税
に
注
し
て

賦
謂
-一計
レ
口
震
v
財
。
税
謂
レ
牧
ニ
其
田
入
一
也
。

と
の
べ
て
い
る
。

先
秦
時
代
の
貰
情
を

漢
書
食
貨
志
の
本
文
が

説
明
し
て
い
る
の
に
封
し
、
顔
師
古
は
漢
代
の
貫
情
を
説
明
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
秦
時
代
の
あ
る
時
期
に
・
お
い
て
、
賦
は

人
民
よ
り
の
軍
需
資
材
の
供
出
を
も
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
漢

の
大
統
一
国
家
に
お
い
て
、
貨
幣
経
済
の
伸
展
と
と
も
に
、
賦
が
人

頭
別
の
金
銭
課
税
と
な
り
、
税
だ
け
が
昔
と
か
わ
ら
な
い
形
で
の
こ

り
、
各
戸
の
土
地
耕
作
面
積
に
慮
じ
て
枚
穫
物
の
幾
分
か
を
上
納
す

る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
賦
と
税
と
の
直
別
は
南



漢
を
遁
じ
て
一
貫
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
主
な
も
の
の
み
を
あ

げ
る
と
、
後
漢
書
一
下
・
光
武
紀
、
建
武
二
十
二
年
九
月
戊
辰
の
制

詔

日
者
地
震
。
南
陽
尤
甚
。

壊
者
。
勿
ニ
牧
責
吋

(
中
略
)
其
口
賦
遇
税
。
而
麗
宅
尤
破

と
あ
り
、
そ
の
注
に
引
か
れ
た
漢
犠
注
に
、

人
年
十
五
至
ニ
五
十
六
吋
出
ニ
賦
銭
吋
人
百
二
十
円
矯
二
算
吋
(
中

略
)
遁
税
謂
レ
欠
ニ
田
租
一
也
。

と
あ
り
、
遁
税
を
欠
田
租
と
説
明
し
て
い
る
。
同
七
九
・
仲
長
統
停

に
引
か
れ
た
昌
言
・
損
益
篇
に
は

租
税
十
一
。
更
賦
如
レ
奮
。

田
租
と
更
賦
を
列
翠
し
て
、
税
と
賦
と
し
て
い
る
。
賦
が

人
頭
税
と
し
て
の
金
銭
課
税
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
後
の
費
遷

に
つ
い
て
は
前
述
し
た
か
ら
、
つ
ぎ
に
税
に
闘
す
る
事
例
を
あ
げ
て

〈
以
下
紙
数
の
関
係
か
ら
翠
例
を
簡
略

と
あ
り
、

にそ
すの
る '内
〉容

を
検
討
し
ょ
っ

て
漢
代

ω減
}
一
田
租
吋
復
十
五
税
レ
一
。
(
漢
書
二
・
恵
帝
紀
、
元
年
五
月
の

同

僚。

)ω
政
ニ
租
積
一
時
。
裁
ニ
閤
狭
吋
輿
レ
民
相
偲
貸
。
以
レ
故
租
多

付
田
租

不
レ
入
。
(
同
五
八
・
見
寛
停
〉
制
初
令
エ
郡
園
有
レ
田
者
吋
畝
欽
-
一
説

銭
吋
(
後
漢
書
七
・
桓
帝
紀
、
延
烹
八
年
八
月
。
)
帥
税
-
一
天
下
回
吋

畝
十
銭
。

(
同
八
・
霊
帝
紀
、
中
卒
二
年
二
月
〉
同
特
矯
ニ
諸
稲
田
吋

置
ニ
使
者
吋
俵
エ
輿
民
吋
牧
ニ
其
税
入
一
也
。

(
漢
書
七
・
昭
帝
紀
、
元

鳳
元
年
十
月
、
如
淳
注
。
)

日
山
津
肢
池
お
よ
び
市
庖

ω間
者
園
張
-
一
六
莞
吋

税
-
一
山
海
吋
妨
ニ
奪
民
之
利
吋
(
漢
書
九
九
下
・

王
葬
停
、
天
鳳
五
年
正
月
。

)ω
遺
-
一
戒
郡
園
寸
罷
ニ
瞳
錨
之
禁
吋
縦
ニ

民
煮
鋳
吋
入
一
一

税
鯨
官吋

如
一一
故
事
吋
(
後
漢
書
四
・
和
帝
紀
、
章
和
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二
年
四
月
。

)
ω令
下
百
姓
燃
寡
。
漁
ニ
采
肢
池
吋
勿
e
牧
ニ
蝦
税
二
一

歳
。
(
向
上
・
永
元
十
五
年
六
月
。
)
川
何
者
臨
富
十
高
戸
。
市
租
千
金
。

(
同
五

0
・
鳴
唐
停
。〉

(
漢
書
三
八
・
高
玉
王
停
。
〉

ω軍
市
租
。

例
市
籍
租
。
(
同
八
六

・
何
武
停
。)

以
上
の
よ
う
に
漢
代
で
は
、
税
の
部
類
に
は
い
る
も
の
は
、
整
然

と
税
ま
た
は
租
と
い
い
あ
ら
わ
し
て
賦
と
直
別
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に

説
替
の
事
例
を
み
る
と

二
、
現
畜

付
田
租

ω是
時
太
租
。
始
制
-
一
新
科
吋
下
ニ
州
郡
吋
叉
蚊
ニ
租
税
綿
絹
吋
(
現

志
一
二
・
何
一
控
停
。〉

ω詔
復
ニ
遭
レ
賊
郡
蘇
租
税
二
ニ
年
。
(
音
書
七
・



成
帝
紀
、
戚
和
四
年
七
月
〉

ω初
税
レ
因
。
畝
三
升
。
(
同

・
戚
和
五

年
六
月
。)
例
除
二度
田
枚
租
之
制
プ
公
王
以
下
。
口
税
ニ
米
三
朗
一
(
同

九
・
孝
武
帝
紀
、
太
元
元
年
七
月
。〉

口
田
租
以
外

ω其
除
ニ
池
禦
之
禁
叶
軽
ニ
閥
津
之
税
吋
皆
復
一
一
什
一
吋
(
貌
士
山
二
・

文
帝
紀
、
延
康
元
年
二
月
傑
引
貌
書
。
)
凶
時
東
海
王
亦
針
。
求
L
栂
臨
盟

銭
塘
。
以
ニ
水
牛
一
牽
様
。
税
中
取
銭
直
勾
(
音
書
七
八

・
孔
殿
停
。)

ω軽
-
鼠
欽
吋
除
ニ
闘
税
吋
省
ニ
園
園
吋
以
岨
ニ
貧
窮
吋
(
同
八
六

・
張

重
肇
待
。)
例
算
-一
軍
用
税
米
吋
空
懸
五
十
徐
石
。
(
同
七
・
成
帝
紀
、

戚
康
二
年
二
月
。)
同
屯
ニ
子
葛
陵
吋
降
ニ
諸
夷
楚
苛
署
ニ
将
軍
二
千
石

以
下
吋
税
エ
其
義
穀
吋
以
供
エ
軍
士
吋
(
同
一

O
四
上
・
石
勅
載
紀
。)

と
あ
り

右
に
よ
る
と

戸
調
式
の
影
響
外
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

時
期
に
お
い
て
、
田
租
が
税
と
呼
稽
さ
れ
る
貼
は
漢
代
同
様
で
あ
る

が
、
そ
の
ほ
か
に
税
米

・
義
穀
は
臨
時
的
な
徴
遊
と
考
え
ら
れ
、
慣

常
的
な
定
額
課
税
の
圏
外
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
掴

起
さ
れ
る
の
は
、
戸
調
式
の
規
定
に
あ
る
、

不
レ
課
レ
田
者
。
輪
ニ
義
米
一
戸
三
制
。

一
般
庶
民
が
、
丁
中
制
に
準
接
し
て
諜
田
せ
ら
れ
、
ま
た

丁
中
制
に
操
っ
て
調
を
課
せ
ら
れ
る
に
封
し
、
課
田
の
枠
か
ら
は
ず

で
あ
る
。

さ
れ
る
有
品
者

・
無
能
者
ハ
老
小
庇
撞
等
)
が
、
戸
嘗
に
か
け
ら
れ

る
義
米
と
い
う
も
の
が
、
義
租
等
と
と
も
に
、
税
の
範
隠
に
は
い
る

と
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

、
北
説

降
っ
て
北
現
に
な
る
と
、
親
書
三
・
太
宗
紀
、
泰
常
二
年
十
一
月

の
僚
に

討
ニ
西
山
丁
零
。
翠
萄
洛
支
等
寸
悉
滅
ニ
徐
窯
-
市
還
。
復
ニ
諸
州
租

税と
あ
り
、
競
番
六

0
・
韓
畝
麟
停
に
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(
慕
容
)
白
曜
。
攻
ニ
東
陽
吋
麟
麟
上
-
一
義
租
六
十
高
斜
。
弁
攻
戟

器
械
吋
於
レ
是
軍
資
無
レ
乏
。

と
あ
る
。

ま
た
同
九

・
粛
宗
紀
、

孝
昌
二
年
十
一
月
丙
午
の
僚
に

トま

税
ニ京
師
吋
田
租
畝
五
升
。
借
一一
賃
公
田
一
者
。
畝
一
升
。

と
あ
る
も
の
に
よ
る
と
、
泰
常
二
年
十
一
月
の
租
税
の
記
事
は
均
田

制
施
行
以
前
で
あ
り
、
面
積
賦
課
の
田
租
の
ζ

と
を
い
う
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
孝
昌
二
年
の
畝
税
は
京
師
の
み
の
特
例
で
あ
り
、
韓
麟
麟

俸
の
議
租
は
と
く
に
貢
献
物
と
し
て
上
納
し
た
も
の
で
あ
る

6

乙
オも

ら
は
漢
代
以
来
の
田
租
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
、
臨
時
的
・
貢
献
的



性
格
を
帯
び
る
も
の
と
に
整
理
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
親
書
九
・
粛
宗

紀
、
孝
昌
二
年
閏
月
の
僚
に
は
、

積
一
市
人
出
入
者
吋
各
一
銭
。
庖
合
馬
-
二
五
等
吋

と
あ
り
、
同
一
一
・
前
慶
帝
紀
、
普
泰
元
年
三
月
の
僚
に
は
、

其
税
市
及
税
腫
之
官
。
可
-
一
悉
鹿
τ
之。

と
あ
る
も
の
は
、
山
津
・
居
市
の
税
で
あ
り
、

乙
れ
も
ま
た
漢
代
以

来
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
漢
代
か
ら
北
貌
に
い
た
る
賦
と
税
と
の
別
を
要
約
す
る

と
、
漢
で
は
金
銭
課
税
と
し
て
の
算
賦
・
口
賦
を
賦
と
い
い
、
田
租

は
税
と
い
っ
た
。
現
膏
に
な
る
と
、
従
来
の
金
銭
課
税
は
絹
綿
の
調

と
な
り
、

一
方
田
租
が
戸
調
式
費

こ
れ
も
や
は
り
賦
と
い
わ
れ
た
。

効
期
間
以
外
に
お
い
て
税
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
漢
代
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
漢
代
で
は
算
賦

・
口
賦
宏
賦
と
い

っ
て
も
課
と
い
う
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
畜
の
戸
調
式
費
布
以
後
は
賦
・
調
を
課
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
の
場
合
、
課
田
の
賦
が
、
租
調
を
ふ
く
む
も
の
と
考

え
る
と
と
は
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
北
貌
に
な
る
と
均
田
制
施
行
以

後
に
お
い
て
は
、
田
租
が
人
頭
税
に
く
り
い
れ
ら
れ
た
た
め
、
租
と

調
と
を
あ
わ
せ
て
賦
ま
た
は
課
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
賦

ま
た
は
課
は
人
頭
税
で
あ
る
に
封
し

税
は
人
頭
税
以
外
の
所
得

税
・
収
益
税
等
を
意
味
す
る
。

以
上
に
お
い
て

西
貌
以
前
の
賦

役
・
賦
視
に
つ
い
て
の
ベ
、
ζ

れ
と
課
と
の
関
係
に
論
及
し
た
の
で
、

最
後
に
以
上
の
所
論
の
う
え
に
た
っ
て
、
本
文
書
の
課
・
税
・
役
の

開
係
に
つ
い
て
の
べ
、
本
論
の
し
め
く
く
り
と
し
よ
う
。

五

西
説
計
帳
戸
籍
の
課
・
不
課
お
よ
び
税
の
意
味

わ
た
く
し
は
第
一
節
に
お
い
て
、
劉
史
成
戸
が
全
員
不
課
口
で
あ

り
な
が
ら
、
全
般
と
し
て
は
課
戸
に
な
っ
て
い
る
事
買
を
、
文
書
そ

の
も
の
に
卸
し
て
解
明
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
結
果
、
丁
男

・
丁
女

で
あ
る
劉
文
成
夫
妻
が
不
課
口
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
二
人
が
肇
費

丁
床
で
あ
り
税
租
を
納
入
す
べ
き
税
口
で
あ
る
が
た
め
で
あ
り
、
他

面
、
嘗
戸
が
課
戸
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
劉
文
成
戸
が
現
翼
に
は
税
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租
を
納
入
せ
ず
、
課
戸
と
し
て
の
租
調
を
納
入
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。
そ
し
て
こ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
課
と
税

と
の
差
異
は
、
物
納
課
税
で
あ
る
租
調
の
一
定
額
を
負
婚
す
る
か
し

同

な
い
か
と
の
差
の
貼
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
ζ

ろ
で
課
の
意
義
内
容
を
、
本
文
書
の
立
脚
す
る
西
説
大
統
年

間
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の
沿
革
か
ら
考
究
し
た
結
果
に
よ
る

と
、
課
と
は
西
膏
武
帝
の
戸
調
式
以
後
に
お
い
て
成
立
し
た
賦
税
概



念
で
あ
り
、
課
田
の
成
果
と
し
て
納
入
す
る
賦
の
意
味
を
も
っ
て
い

る
。
そ
し
て
課
田
は
庶
民
に
劃
し
て
丁
中
制
に
よ
っ
て
割
嘗
て
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
庶
民
と
の
基
本
的
封
立
闘
係
の
う
え
・

に
闇
家
権
力
が
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
首
時
の
庶
民
と
は

同

い
わ
ゆ
る
役
民
と
呼
稽
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
で
は

課
と
役
と
は
と
う
関
連
す
る
の
か
。

本
文
書
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
課
見
総
の
三
二
人
の
丁
男
の
う
ち
、

三
O
人
が
役
の
定
見
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
役
と
課
と
は
本
来
相

封
磨
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て

い
る
。
し
か
し
課
と
役

の
封
躍
は
丁
男
に
か
ぎ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
女
子
の
場
合
、
丁
妻

に
は
課
の
負
揺
が
あ
っ
て
も
役
の
負
摺
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
課

と
役
と
の
封
醸
閥
係
を
、
西
貌
お
よ
ひ
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
制

約
的
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
西

(
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
)
、

貌
計
帳
戸
籍
に
お

い
て
は

課
の
負
櫓

が
あ
っ
て
も
、
役
負
婚
の
な
い
も
の
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
注
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
丁
妻
の
場
合
は
こ
れ
に
あ
た
り
、

ま
た
本
文

書
の
課
戸
上
に
該
嘗
す
る
劉
文
成
の
場
合
も
こ
れ
に
あ
た
る
。
力、

く

し
て
本
文
書
に
お
い
て
は
、
課
と
役
と
は
か
な
ら
ず
し
も
相
封
臨
し

な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
B
文
書
の
賦
税
集
計

記
事
に
よ
る
と
(
原
文
、
本
論
第
一
節
参
照
〉
課
見
輸
の
な
か
を
男
、

女
別
に
し
、
こ
れ
に
蝉
と
牛
と
を
か
き
そ
え
て
い
る
。

(
五
八
人
の

課
口
の
な
か
を
男
子
三
二
人
、
女
子
二
五
人
、
賎
稗
一
人
と
し
て
い

る
J

し
た
が

っ
て
課
負
搭
と
役
負
携
と
は
、
無
傑
件
に
相
封
醸
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
勲
、
西
貌
計
帳
以
前
の
賦
役
用
語
と
し
て

の
課
に
は
、
税
役
の
雨
義
を
組
封
的
に
ふ
く
む
と
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
わ
け
で
あ
り
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
課
は
賦
役
用
語
と
し
て
は

物
納
負
鎗
を
意
味
す
る
こ
と
が
一
般
で
あ
り
、
本
論
第
二
節
に
掲
げ

た
畜
や
北
貌
の
資
料
に
お
い
て
も
、
課
の
文
字
が
、
軍
濁
で
は
物
納
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負
揺
を
意
味
し
て
も
、
役
負
措
を
意
味
し
な
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
お
も
う
c

劉
文
成
戸
が
課
戸

上
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
布

・
麻

・
租
負
婚
の
額
に
お
い
て
課
戸
上

な
の
で
あ
り
、
こ

の
場
合
の
課
が
、

物
納
負
措
を
意
味
す
る
こ
と
は

あ
き
ら
か
で
あ
る

つ
ぎ
に
本
文
書
に
お
け
る
不
課
口
・
不
課
戸
と
税
と
の
闘
係
に

つ

い
て
検
討
す
る
と

お
な
じ
く
不
課
口

・
不
課
戸
と
い

「
て
も
、

蓋

資
の
不
課
口
は
、
租
調
負
携
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
調
は
課
口
と
同

た
だ
租
の
み
が
税
租
と
い
う
低
額
の
負
搭
に
な
っ
て
い

額
で
あ
り
、

る
に
封
し
、
降
老
中
小
等
の
不
課
戸
は
、
調
の
負
措
が
な
く

た
だ



租
に
お
い
て
税
租
を
負
搭
す
る
に
す
ぎ
な
い。

し
た
が
っ
て
と
も
に

不
課
と
は
い

っ
て
も
、
前
者
は
負
搭
が
重
く
、
後
者
は
は
る
か
に
軽

い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
前
者
が
税
租
を
納
入
す
る
の
は
、
雑
任
役
に

就
任
す
る
時
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
は
い
わ
ば
雑
任
役
に
お
け
る

負
捻
過
重
の
分
が
、
租
負
世
間
に
お
い
て
粧
滅
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

ま
た
菱
資
の
場
合
は
税
租
が
丁
床
負
櫓
に
な

っ
て

え
ら
れ
も
す
る
。

い
る
が
、
調
は
口
別
の
丁
調
で
あ
り
、
乙
の
貼、

B
文
書
の
集
計
記

事
に
お

い
て
も
布

・
麻
の
項
に
は
、
蓋
資
は
口
別
に
計
算
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
税
租
の
項
に
は
「
牽
資
口
計
丁
床
説
」
と
あ

っ
て
、
こ
こ

で
も
蔓
資
口
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
不
課

戸
は
税
租
が
戸
首
計
算
に
な

っ
て
お
り
、
彼
此
封
照
す
る
と
蓋
資
の

不
課
は
む
し
ろ
課
に
ち
か
く
、
同
県
に
不
課
と
し
て
の
特
徴
を
も
つ
も

の
は
、
本
文
書
に
お
い
て
は
隆
老
中
小
で
あ
る
。
か
く
し
て
蓋
資
が

雑
任
役
に
就
か
な
い
時
は
、
劉
文
成
の
場
合
の
よ
う
に
、
た
だ
ち
に

課
戸
の
定
額
負
搭
を
し
た
こ
と
も
首
然
の
理
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く

し
て
異
に
不
課
口
と
規
定
で
き
る
も
の
は
、
役
も
調
も
負
傷
せ
ず
、

た
だ
税
租
の
み
を
負
幽
閉
す
る
も
の
を
指
す
の
で
あ

っ
て
、
雑
任
役
と

布
・
麻
お
よ
ひ
税
租
を
負
揚
す
る
蔓
資
は
、
雑
任
役
の
就

・
不
就
に

よ
っ
て
、
本
来
不
課
口
で
も
た
だ
ち
に
課
の
全
額
負
携
を
な
さ
し
め

ら
れ
て
課
戸
と
な
る
貼
で
、

異
の
不
謀
口
と
は
い
え
な
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
は

っ
き
り
し
め
す
も
の
が
、
役
の
集
計
記

事
に
お
け
る
「
都
合
課
丁
男
参
拾
捷
人
」
と
い
う
語
で
あ
る
c

ζ

の

五
人
の
雑
任
役
と
三
O
人
の
六
丁

三
七
人
の
課
了
男

ωな
か
に
は
、

兵
と
二
人
の
乗
と
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
税
租
を
納
入
す
る
雑
任
役

負
搭
者
、
す
な
わ
ち
こ
の
文
書
面
か
ら
解
樫
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い

て
は
霊
資
も
、
布
肺
の
調
の
全
額
と
租
の
一
部
を
負
措
す
る
か
ぎ
り

か
く
し
て
本
文
書
に
お
け
る
課
の

内
容
は
、
こ
の
貼
に
お
い
て
も
役
負
携
の
有
無
や
種
別
に
閥
係
な

に
お
い
て
課
了
男
な
の
で
あ
る
。
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く
、
物
納
負
備
に
重
黙
が
お
か
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
貼
、
漢
代
に
お
い
て
金
銭
課
税
を
賦
と
呼
び
、
商
回貌
に
い
た
っ
て

こ
れ
が
絹
綿
の
調
と
な
り
、
畜
の
戸
調
式
以
後
、
租
調
と
賦
(
ま
た

は
諜
〉
は
ほ
と
ん
ど
同
義
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
そ

の
概
念
は
本
文
書
に
も
依
然
緩
承
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
要
す

る
に
本
文
書
に
お
け
る
課
口
と
は
、

'巌
密
な
意
味
に
お
い
て
は
布
腕

租
の
全
額
負
櫓
者
、
す
な
わ
ち

「
課
見
輸
」
の
も
の
を
指
す
が
、
雑

任
役
の
た
め
臨
時
に
課
の
一
部
を
克
除
さ
れ
る
者
、
す
な
わ
ち
唐
代

戸
籍
で
い
え
ば
課
戸
見
不
輸
に
あ
た
る
も
の
を
、
本
文
書
に
お
い
て

は
不
課
口
と
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
も
本
来
課
丁
男
で



あ
っ
て
、
異
の
意
味
に
お
け
る
不
課
丁
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
隆
老
中
小
や
寡
妻
等
の
無
能
力
者
は
課
に
閥
係
な

く
、
と
れ
ら
の
も
の
は
課
と
は
ち
が
っ
た
負
櫓
す
な
わ
ち
「
税
」
と

い
う
範
障
に
は
い
る
負
携
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
唐
代
に

お
い
て
も
同
様
で
、
戸
税
・
地
税
等
の
税
は
、
不
課
口
に
も
負
摺
せ

し
め
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
買
で
あ
る
。
税
は
漢
代
に
お
い
て
も

賦
と
は
ち
が
っ
た
範
鴎
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
に
お
い

て
、も、

乙
の
貼
に
か
わ
り
が
な
か
司
た
こ
と
を
第
四
節
に
お
い
て
も

と
の
原
則
は
本
文
書
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
ま
た

唐
代
に
お
い
て
も
か
わ
ら
な
い
。
そ
ζ

で
賦
と
税
(
ま
た
は
課
と
税
)

の
分
類
を
唐
代
に
あ
て
は
め
る
と
、
課
口
は
課
役
(
ま
た
は
賦
役
)

の
べ
た
が
、

を
負
摺
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
課
口
は
税
を
負
鎗
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
不
課
口
は
役
は
克
除
さ
れ
て
も
、
税
を
克
除
さ
れ
る
こ

と
は
な
か

っ
た
ろ
う
。
馬
端
臨
が
文
献
遁
考
四
・
職
役
考
の
復
除
に

お
い
て
、

(
前
略
)
然
漢
以
後
。
則
宮
戸
之
有
レ
蔭
。
至
ニ
閥
単
丁
或
老
疾
者
吋

除
ニ
其
役
一
則
有
レ
之
。
亦
不
ニ
復
聞
v
有
ニ
除
レ
税
之
事
一
突
。

帥

と
の
べ
て
い
る
の
は
、
興
味
ぶ
か
い
こ
と
で
あ
る
。
唐
代
に
お
い

て
、
均
田
制
的
支
配
の
不
徹
底
と
と
も
に
、
庶
民
自
丁
ハ
課
口
〉
へ

の
賦
役
(
謀
役
)
賦
課
が
、
次
第
に
種
々
の
支
障
を
き
た
し
、
士
庶

匝
別
を
超
え
た
全
面
的
税
賦
課
に
切
換
え
ら
れ
る
南
税
法
韓
制
下
に

お
い
て
、
上
来
の
ベ
て
き
た
賦
・
税
の
別
、
課
・
不
課
の
別
も
、
そ

の
意
義
を
失
な
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
文
書
に
お
け
る
課
と
税
の

意
義
を
考
察
し
た
結
果
、
均
田
制
時
代
の
歴
史
的
位
置
を
考
え
る
う

え
に
、
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
す
べ
て
今
後
の
研
究
を
進
め
て
行
く
な
か
で
、

一
つ
一
つ
解

決
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

-'-
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圭五
日口

以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と

付
ス
タ
イ
ン
第
六
二
二
挽

文
書
に
あ
る
劉
文
成
戸
の
記
事
に
お
い
て
、
劉
文
成
と
そ
の
妻
任
合

女
(
一
丁
男
・
一
丁
妻
)
は
、

と
も
に
不
課
口
で
あ
り
な
が
ら
、
戸

と
し
て
は
課
戸
に
な
っ
て
い
る
貼
が
問
題
で
あ
る
。
伺
乙
れ
は
一
見

不
可
解
な
こ
と
で
あ
る
が
、
劉
文
成
夫
妻
は
蓋
資
丁
床
で
あ
り
、
本

来
税
租
と
い
う
低
額
の
租
を
負
携
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
課
口
の

定
額
人
頭
税
の
一
部
を
敏
く
と
い
う
貼
で
、
不
課
口
な
の
で
あ
る
。

同
し
か
し
蓋
資
が
税
租
と
い
う
低
額
の
租
を
納
入
す
る
の
は
、
一
方

に
お
い
て
雑
任
役
の
負
措
が
あ
る
た
め
の
特
別
措
置
と
み
ら
れ
、
劉



文
成
は
現
貰
に
雑
任
に
は
就
い
て
い
な
い
か
ら
、
課
戸
な
み
の
租
調

負
搭
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
黙
で
課
見
織
の
課
戸
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
伺
西
灘
大
統
二
二
年
以
前
に
お
い
て
、
賦
役
用
語

と
し
て
の

「
課
」
は
租
調
を
意
味
す
る
。
岡
本
文
書
に
お
け
る
課
口

と
は
、
男
女
の
い
ず
れ
を
間
わ
ず
、
租
調
の
一
定
額
を
負
措
す
る
も

の
の
意
味
で
あ
る
。
内
不
課
口
と
は
、
課
口
の
定
額
租
調
の
一
部
を

(

A

)

牽
資
口
の
場
合
は
、

調
を
負
携
す
る
が
租
の
一
部
を
歓
き
、

(
B
〉
隆
老
中
小
の
場
合
は
、

歓
く
も
の
の
意
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

税
租
の
み
を
納
入
す
る
貼
で
不
課
口
な
の
で
あ

調
を
負
搭
せ
ず
、

る
。
帥
漢

・
貌
畜

・
北
朝
の
史
書
に
お
い
て
、
税
役
閥
係
の
用
語
に

は
い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
あ
る
が
、

そ
の
用
例
を
分
類
す
る
と
、

そ
こ

に
は
整
然
と
し
た
一
定
の
概
念
が
あ
り
、
漢
代
に
お
い
て
、
金
銭
課

税
と
し
て
の
人
頭
税
を
賦
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
が
調
音
の
調
と
な
り
、

戸
調
式
や
北
説
の
均
田
制
に
お
い
て
、
さ
ら
に
租
も
加
わ
っ
て
、
租

調
を
あ
わ
せ
て
賦
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
的
賦
は
戸
調
式
以
後
に

お
い
て
課
と
も
呼
ば
れ
、
賦
と
課
と
は
同
一
意
味
に
な
り
、
役
と
な
・

ら
べ
て
賦
役

・
課
役
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

制
課
と
い
う
語

が
、
賦
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
戸
調
式
以
後
で

そ
れ
以
前

で
は
割
嘗
・
強
制

・
責
任
お
よ
び
そ
の
成
果
の
意
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
意
味
に
お
け
る
課
も
、
以
後
な
が
く
、
賦
役
用
語
と
し
て
の

課
と
併
行
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
戸
調
式
以
後
に
、
調
や
租
が

課
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
理
由
を
尋
ね
る
と
、
専
制
権
力
が
一

般
民
丁
に
封
し
、
丁
中
制
に
準
接
し
た
課
耕
動
農
政
策
を
行
な
い
、

そ
の
成
果
と
し
て
租
調
が
段
取
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
租
調
を
も
諜
と

口
漢
代
以
前
か
ら
、
賦
の
ほ
か
に

税
が
あ
り
、
こ
れ
は
各
戸
の
土
地
耕
作
面
積
割
に
賦
課
さ
れ
る
税
、

い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

山
津
・
開
市
の
税
な
ど
、
人
頭
税
と
し
て
の
賦
以
外
の
所
得
・
牧
盆
税

を
意
味
し
た
。
こ
れ
は
貌
育
・
北
朝
に
お
い
て
も
存
在
し
、
唐
に
も

引
繕
が
れ
た
が
、
税
は
不
課
口
に
も
負
措
せ
し
め
ら
れ
た
。
本
文
書
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に
お
け
る
不
課
戸
の
税
租
も

こ
の
系
譜
に
廃
す
る
も
の
で
あ
る
。

倒註

租
賦
と
い
う
用
語
は
、
漢
代
以
来
の
常
用
語
で
、
以
後
、
第
畜
南
北
朝

を
通
じ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
が
何
で
あ
る
か
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の
税
制
と
封
照
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

調
は
震
調
の
意
で
、
そ
の
事
例
は
か
な
り
あ
る
。
一
、
ニ
の
例
を
し
め

す
と
、
役
で
は
「
文
書
調
役
。
務
従
ニ
簡
寡
-
。
」
(
後
漢
書
一
下
・
光
武

紀
)
税
物
で
は
「
調
-
一
揚
州
五
郡
租
米
こ
(
同
五
・
安
帝
紀
)
等
で
あ
る
。

漢
代
に
税
役
を
総
括
し
て
賦
役
と
い
う
こ
と
は
比
較
的
少
な
い
。
漢
書

五
一
・
賀
山
停
に

穆
高
年
九
十
者
。
一
子
不
レ
事
。
八
十
者
。
ニ
算
不
レ
事
。

と
あ
り
、
乙
の
顔
師
古
注
に

側)(34) 



一
子
不
レ
事
。
錨
エ
其
賦
役
一
。
二
算
不
レ
事
。
免
三一

口
之
算
賦
一也
。

と
の
べ
て
、
不
一
事
を
賦
役
と
解
し
て
い
る
。
漢
代
で
賦
と
い
え
ば
算
銭

の
こ
と
で
、
田
租
は
ふ
く
ま
な
い
志
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
に
賦
役
の
語
を
賦
(
税
物
)
と
徳
役
の
意
に
解
す
る
が
、
し
か
し

賦
に
は

「
わ
り
あ
て
る
」
の
意
が
あ
る
か
ら
、
賦
役
と
熟
し
た
場
合
、

役
を
わ
り
あ
て
る
こ
と
を
意
味
す
る
場
合
の
ゐ
る
こ
と
は
、
謀
役
と
熟

し
た
場
合
に
役
を
課
す
る
意
味
を
も
つ
こ
と
の
あ
る
の
と
同
様
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
例
は
概
し
て
少
な

い
。

大
唐
山
博
識
に
は
「
四
日
待
」
と
な
っ
て
お
り
、
帯
四
唐
書
職
宮
士山
氏
は
「
四

日
課
」
と
な
っ
て
い
る
。
宮
崎
市
定
同
士
は
後
者
の
「
四
日
課
」
の
課

は
下
文
に
綴
い
て
、
課
一戸
毎
丁
租
粟
二
石

:
:
・
と
な
る
も
の
で
、
四
日

の
下
に
ほ
雑
衝
の
二
字
が
脱
落
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

「
畜
武
帝
の
戸

調
式
に
就
て
」
(
ア
ジ
ア
史
研
究
第
一
)

北
貌
の
調
に
つ

い
て

一
言
補
足
し
て
お
く
と
、
貌
書
三

・
太
宗
紀
、
紳

瑞
二

年
三
月
の
詔
に
は
「
今
年
質
調
懸
迩
」
と
あ
り
、
同
四
下
・
世
組

紀
、
太
卒
員
君
四
年
六
月
庚
貨
詔
に
は
「
今
復
-
一民
貨
賦
二
二
年
。
其
田

租
歳
輸
如
レ
常
」
と
あ
り
、
調
を
質
調
と
も
質
賦
と
も
呼
穂
し
て
い
る
。

調
を
賦
と
す
る
考
え
は
娩
耳
回
以
来
、
北
貌
に
お
よ
ん
で
も
か
わ
ら
な
か

「
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

宮
崎
市
定

「
古
代
中
闘
賦
税
制
度
」
に
は
賦
と
稔
と
の
国
別
を
あ
き
ら

か
に
し
、
そ
の
沿
革
を
多
角
的
に
展
開
し
て
い
る
。

側
ー
岡
家
財
政

一
本
化
の
お
こ
り
は
、
前
漢
武
帝
か
ら
で
あ
る
。

刷

漢

書

一
上
・

高
組
紀
、
漢
二
年
二
月
発
未
の
傑
は

窃
漢
民
。
給
ニ
軍
事
一労
苦
。
復
勿
-
一
租
税
二
一
歳
。

と
あ
り
、
田
租
の
乙
と
を
租
税
と
の
べ
て
い
る
。
こ
と
に
ほ
ど
こ
さ
れ

た
顔
師
古
の
注
は

開輸(効(38) 

。1)

復
者
除
ニ
其
賦
役
一
也
。

と
あ
る
の
は
、
税
と
賦
と
を
混
同
し
た
も
の
で
誤
っ
て
い
る

Q

原
文
に
は
、
(
前
略
)
十
二
己
下
六
十
六
己
上
。
震
老
小
。
不
事
選
夷
。

不
課
回
者
。
輪
義
米
戸
三
斜
。

。
・
:
と
あ
り
、
不
課
問
者
の
上
に
あ
る

遼
夷
が
上
の
不
事
に
つ
く
の
か
、
下
の
不
課
困
者
に
つ
く
の
か
に
つ
い

て
は
、
宮
崎
市
定
・
曾
我
部
静
雄

・
鈴
木
俊
、

三
氏
の
聞
に
そ
れ
ぞ
れ

意
見
の
相
異
が
あ
る。

わ
た
く
し
ば
課
田
の
課
の
意
味
を
強
制

・
割
首

耕
作
と
考
え
る
の
で
、

「
不
課
田
者
」
を
品
輸
義
米
戸
三
削
附
の
主
語
と
解

し
た
。

劉
文
成
夫
妻
は
現
寅
に
は
諜
口
で
あ
り
、

B
文
書
で
は
課
見
織
の
な
か

に
集
計
さ
れ
て
い
る
が
、
令
制
上
で
は
本
来
税
口
た
る
べ
き
も
の
で
あ

る
か
ら
、
税
口
H
不
課
口
な
の
で
あ
る
。

B
文
書
に
お
い
て
は
現
貨
に

あ
る
が
ま
ま
の
状
態
を
記
し
、

A
文
書
に
お
い
て
は
令
制
上
あ
る
べ
き

姿
を
も
記
入
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿

「
西
貌
時
代
敦
燈
計
帳

戸
籍
児
闘
す
る
二
、
三
の
問
題
」
(
史
林
四
四
の
二
)
に
「

A
-
B
文

書
の
性
格
」
と
し
て
私
見
を
の
べ
て
お
い
た
か
ら
参
照
さ
れ
た
い
。

謀
役
・
賦
役
の
諮
を
税
役
制
度
上
の
用
語
と
し
て
逐
一
分
析
し
て
ゆ
く

乙
と
と
は
別
に
、
課
役
を
賦
課
さ
れ
る
庶
民
の
政
治
的
な
い
し
一
位
曾
的

身
分
に
つ
い
て
み
る
と
き
は
、
庶
民
は
皇
帝
と
の
基
本
的
封
立
閥
係
に

お
い
て
直
接
人
身
的
支
配
を
受
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お

い
て
、
役
民
と
呼
相
僻
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
・
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機
禽
は
の
べ
た
い
と
思
う
。

乙
の
場
合
の
税
は
、
役
に
劇
劃
す
る
税

一
般
の
意
味
を
ふ
く
む
か
も
し
れ

な
い

3

乙
の
貼
留
保
し
て
後
考
を
倹
つ
こ
と
と
し
た
い
。

附
記
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
山
本
達
郎
博
士
か
ら
い
ろ
い
ろ
御
教
示

を
う
け
た
。
お
わ
り
に
附
記
し
て
感
謝
の
怠
を
さ
さ
げ
る
。

co 。。

(4由(43) 白唱


